
　防災教育事業には、大きな

３つの柱がある。１つ目は、

協働１年目に作成した防災教

育プログラム。教員へのヒア

リングをもとに、教員が負担

なく取り組めるプログラムを

作成した。２つ目は、防災教

育ファシリテーターの育成。

神奈川県の地域特性、学校事

情への理解と、防災の知識を

あわせ持つ人材を育成した。

３つ目に、「子ども防災情報ス

テーション＊」。 特設サイトを

開設し、教員が使える教材の

指導案や、学校での実践事例

を掲載した。また、毎年度末

に開催した「防災教育事例発

表会」は、学校同士の情報交

換の場となった。

児童・生徒の防災教育推進事業
NPO法人　かながわ３１１ネットワーク

大震災の教訓ー

子どもたちが自分の命を自分で守れるように

かながわボランティアフェスタ２０１７

での体験コーナーの様子。Ｔシャツから

簡単に作れる「Ｔシャツ担架」を体験す

る参加者。

　この事業は、509 名の児童

・生徒の命が犠牲になった東

日本大震災の悲劇を繰り返さ

ない、という思いから始まっ

た。これは、私たちが東日本

大震災の支援活動を続ける中

で、被災者の方から繰り返し

言われてきた言葉でもあった。

　たくさんの命が犠牲になっ

た一方で、岩手県釜石市、宮

城県気仙沼市では、震災以前

から実践的な防災教育に取り

組んでおり、中学生の主体的

な避難行動が、近隣の小学生

を含めた児童・生徒の命を救

った。この教訓を生かし、い

ざという時に子どもたちが自

分の命を自分で守ることがで

きるよう、神奈川県の各地域

で新しい防災教育を推進して

きた。

＊：https://www.bosai-edu-kanagawa

311.net/
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